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これまでの新型コロナウイルス感染症対応を検

証する政府の有識者会議（座長・永井良三自治

医科大学長）は 20 日、医療や経済団体のほか、

尾身茂・基本的対処方針分科会長ら専門家の意

見聴取を終えた。11 日に初会合を開いた同会議

だが、わずか 2回で意見聴取を終え、6月初旬に

も結論をまとめる方針だ。短期間での取りまと

めとなり、検証は生煮えで終わりかねない。 

行政権限強化か事前準備か…医療ひっ迫対策 

 有識者会議は一連の新型コロナ対応を検証し、

中長期的課題を洗い出すのが目的で、17、20 の

両日で計 14団体・個人から意見を聴取した。主

要な論点となっているのが、感染拡大のたびに

直面した病床逼迫（ひっぱく）への対応だ。 

 政府は昨年の通常国会で感染症法を改正し、病床確保について医療機関が国や知事の要

請に理由なく応じなければ「勧告」を可能とし、従わない場合は病院名を公表できると規

定した。だが、昨年夏の第 5 波、年始から始まった第 6 波では病床が逼迫して入院できな

い患者が続出。政府・与党内には「医療機関が言うことを聞かなかったから病床が確保で

きなかった」とする意見もあり、今秋の臨時国会で感染症法を再び改正し、行政の権限を

より強める方向で検討が進む。 

 20日のヒアリングでは、日本病院会の相沢孝夫会長が「指示や命令で強制的にやらせる

のではなく、普段からきっちり準備しておけば対応はできる」と反対する立場を表明。緊

急時に陽性患者を受け入れる医療機関を平時から指定し、一般病床の感染症病床への転換

計画策定を求めるなど事前準備に力点を置くべきだと提案した。 

 これまで感染症法に基づき国や自治体が医療機関に病床確保を「勧告」したケースはな

く、感染症対応の機能を備えているかに加え人材確保などハードルも多い。厚生労働省の

ある幹部は「措置を強くして何とかなるような単純な話ではない」とし、難航する可能性

がある。 

 政府と専門家の役割分担も検証のポイントの一つだ。20日には政府の基本的対処方針分

科会の尾身茂会長が出席した。専門家で作る助言組織から政府に計 68本の提言を出してき

たが、提言が政策にどう影響を与えたかに関する政府からの説明や意思決定過程が不透明

なケースもあり、尾身氏は会議終了後「説明していただければ国民はもう少し理解があっ

たのではないかと申し上げた」と明かした。 

 有識者会議での議論は、今後の新型コロナ対策の在り方に影響を及ぼすとみられ、最終

的な取りまとめが注目される。【神足俊輔、原田啓之、中川友希】 



約 1カ月の議論、「検証」にはほど遠く 政府は有識者会議の提言を受けて、6月までに新

型コロナウイルスの中長期的な対応をまとめる方針だ。今月 11日に始まったばかりの有識

者会議の議論は、約 1 カ月の「突貫工事」となる。これまで実施した対策の効果や問題点

を徹底検証する場とはなっていない。「6月に向けて精力的に議論を重ねなくてはいけない」。

山際大志郎経済再生担当相は 20 日、第

3回会合で「期限」を強調することを忘

れなかった。6月の期限は、岸田文雄首

相が2021年12月の所信表明演説で打ち

出した。「これまでの新型コロナ対応を

徹底的に検証する」と述べ、今年 6月ま

でに抜本的体制強化策を取りまとめる

と表明していた。 

 安倍、菅両政権は、新型コロナ対策の

不手際で世論の強い批判を受けた。この

ため首相は、21 年 9 月の自民党総裁選

に出馬した際、政府のコロナ対策は不十

分だったと指摘し、公衆衛生上の危機発

生時に強い権限を持つ「健康危機管理庁」

の創設を掲げた。首相就任後、検証の早

期実施を表明したのも「事態収束後に検

証する」としていた菅政権との違いを明

確にする狙いがあった。 

 だが、検証の開始は、オミクロン株の

感染急拡大で大幅に遅れた。そのうえ早

い段階から有識者会議の開催回数は「5

～6 回にとどめる日程が固まっていた」

（政府関係者）という。有識者のヒアリ

ングも経済関係者、医療関係者を対象と

した 2回のみ。安倍晋三元首相や菅義偉

前首相、厚生労働省や内閣府など政府の

メンバーは対象としなかった。政府関係

者は「有識者が参加できる日程は限られ

る。こうすれば感染者数や死亡者数が減

少したのではないか、という検証をする

わけではない」と割り切る。 

 首相が提唱した健康危機管理庁の実

現は先送りが濃厚で、有識者会議では議論すらしていない。政権幹部は「組織ありきの議

論にはしない」と断言する。3 回の会合では、マスク着用の緩和などもテーマとなり、議

論が拡散している面もある。出席した医療の専門家からは「有識者会議がどういう目的を

持って、何を検証したいのか分からない」と不満も漏れている。【中村紬葵、源馬のぞみ】 


